
５歳児 第１学年

時期 ４・５・６・７ ８・９・10・11・12 １・２・３ ４・５・６・７ ８・９・10・11・12 １・２・３

期待する
子ども像

心が動く、心をほぐす
～答えがないことでも、自ら考え、しなやかな心をもち、失敗を恐れず行動する～

幼児期の
終わりま
でに育っ
てほしい
姿

自立心 園生活を通して、もっとこうしたいという思いが強くなり、試行錯誤しながら、
自分なりに最後までやってみようとする。

満足感や達成感を味わい、自信をもって諦めずに取り組むようになる。

興味をもって色んなことにチャレンジし、「できた！」を味わうようになる。

「できた！」自信をもとに見通しをたて、チャレンジし続けるようになる。

思考力
の
芽生え

環境や友達の刺激を受け、試行錯誤しながらもっと楽しくしようと
工夫するようになる。

友達と考えを出し合い違いを受け入れて新しい考えを生み出そうとする。

友だちの多様な考えに刺激を受けながら、
試行錯誤する面白さを味わうようになる。

ひとりで考えたり、友達と考え合ったりして物事を解決する
面白さを味わい続けるようになる。

大切にし
たいこと

環境
単元

・子どもが、自らやってみたいと思えるような場の工夫や友達と共有できる豊かな体験の積み重ね
・友達同士の関わり（異年齢交流を含む）が活性化する場づくり

・柔軟な教科書教材の取り扱い
・児童の発想・思いを生かした単元構想

先生の
関わり

・遊びに夢中になれる時間や場を充実させるような関わりと共感的な受け止めがもてる振り返りの工夫
・個の思いを認め、友達とつなげる振り返りの充実

・入学前の活動経験や思いを引き出す問いかけ
「どうしたい？」「どうしてた？」

・子どもの気付きを教科の気付きへ ・次どうしたいかが生み出されるような振り返りの工夫

キーワード あれもやりたい！これもやりたい！ もっと もっと やりたい！ できたよ！ もっとできるよ！ 知ってる！ やりたい！ もっと もっと やりたい！ できたよ！ もっとできるよ！

主
な
教
育
課
程
・
予
想
さ
れ
る
活
動

振
り
返
り

○空き教室をフリールームとし、朝の用意が終わっ
た子どもはその部屋でゆっくり過ごしてもよいとし
たことで、安心してスタートを切ることができた。
○｢がっこうだいすき｣の学校たんけんでは、子ども
一人ひとりが行きたい場所に自由に行けるよう、全
教職員の協力を得て実施した。
○「なつがやってきた」では、遊び方などで困った
ことがあったときは、友達や先生と相談しながら進
めることができた。また、春との違いに気付けるよ
う、板書で整理した。
▲園での経験や子どもの思いを引き出せるような発
問や展開を心がけたが、教師主導になってしまうこ
ともあった。

○「たのしいあき いっぱい」では、夏から秋の
季節の移り変わりの中で、きれいに色づいた葉や
落ち葉のカサカサした音などについて、国語科
「しらせたいな 見せたいな」の学習で発見した
ことを友だちに伝えることができた。
○「あきをたのしもう」では、子ども達のやりた
い気持ちを大切に言葉掛けをしてきた。秋の物を
使った遊びを相手（園児）に合わせて改良し、レ
ベルアップしようと友だちと相談しながら進める
ことができた。デザインシートを使って子どもの
「○○したい」という思いをもとにした学習を展
開することができた。
▲秋の物を使ったおもちゃは個々に小さな物を作
ることから始まった。子ども達が、大きな材料に
気付いてダイナミックな製作ができるような準備
や材料を出すタイミングが少し遅れてしまった。

○「もうすぐ2年生」では、様々な教科の学
習や行事等において一年間でがんばってきた
ことを思い出し、友達と成長を喜び合ったり
認め合ったりすることで、自分自身の成長に
気付き、自信を深めることができた。
○一年間のことを思い返すことを通して、入
学式などで自分たちが上級生に優しく迎えて
もらったことを想起し、新1年生を温かく迎
えたいという思いをもち、入学式でどのよう
な発表をしようか考え、意欲的に話し合って
決めることができた。
▲「ふゆをたのしもう」では、子どもの思い
を聞く前に教師が凧を作ることを決め、材料
を与えてしまった。風を感じながら十分に遊
んだり園での経験を想起したりする中で出る
子どもの声を待つことが足りなかった。
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色水遊び
砂遊び

ジュース作り

泡遊び

虫つかみ 飼育・栽培

こいのぼり作り
かぶと作り

七夕飾り作り 絵画活動

季節の歌を歌う

楽器遊び

鉄棒、登り棒、雲梯

ボード
ゲーム

年中・年少
児との交流

砂場遊び
ままごと

一日入学

子どもの日
の集い

夕涼み会
星まつり

お誕生日会・お楽しみ会

交通安全教室

卒園式

(体)みずあそび

(体)かけっこ
リレー

(体)マット
あそび

(体)まねっこ
あそび

(体)なわとび

(体)とびばこ
あそび

(体)リズム
あそび

(体)いっしょに
あそぼう

がっこう
だいすき

(国)おはなし
きこう

(国)どうぞ
よろしく

ひらがなの学習 カタカナ・漢字の学習

(音)うたって
なかよし

(図)ごちそうパー
ティーはじめよう

(図)うつした
かたちから

(音)はくにのって
リズムを
うとう (図)でこぼ

こはっけん

(音)がっきとなかよくなろう

(図)はこで
つくったよ

(図)おはなしからうまれたよ

(図)みてみて
あのね

(音)ようすを
おもいうかべよう 音楽会

校外学習

入学式

運動会

卒業式

いきものとなかよし

たのしいあきいっぱい

(生)ふゆをたのしもう
保幼こ小
交流

(生)はるにさくはな

もうすぐ２年生

(生)そとで
あそぼう

あきをたのしもう

(算)いろいろな
かたち(立体)

(算)10までの
かず

(算)10より
おおきいかず (算)くりあがり・くりさがりの

たしざん・ひきざん

(算)たしざんカード
ひきざんカード

【学級会】教師が司会となって話し合う
【学級会】自分たちで

話し合って決めるよさを味わう【学級会】教師が導きながら話し合う

(生)なつがやってきた

(生)たねおくり

(生)きれいにさいてね

(国)しらせたいな
見せたいな

(国)おおきく
なった (国)いいこといっぱい

一年生

(国)かんじの
かたち

(体)ボール
あそび

(体)てつ
ぼう (体)持久走

(道)たのしい
がっこう

(道)どんな
あいさつを
しますか

(道)ありがとう (道)あなたって
どんな人？

・子どもが、自らやってみたいと思える環境の工夫

・友達同士の関わり（異年齢交流を含む）が活性化する場づくり
・子どもと先生が共に作る環境
・同じ目的に向かって取り組みたくなる場づくり

・個の思いを認め、友達とつながる振り返りの充実・「伝えたい」を受け止める振り返りの雰囲気づくり

おみせごっこ

保幼こ小
交流

運動会

ドッジボール、サッカー

平均台、とびばこ、マット

リレー

体操

水遊び

どろんこ遊び・泥団子づくり

収穫

【使って遊ぼう】
どんぐり迷路、ネック

レス作り、ケーキ作り、
レストラン、飾り作り

園外保育・遠足

生活発表会

正月遊び
伝承遊び

雪遊び

合奏

飼育・栽培 収穫

地域の人との交流

季節を感じる散歩

短縄、大繩

鬼ごっこ

カレーパーティー

絵本 読み聞かせ

朝の会・帰りの会・ふりかえり・当番活動

製作遊び・色塗り
お手紙投函 劇遊び
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